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ジャドゥグダの土（上図）はゲルマニウム半導体検出器で、石垣島のある集落の土（下図）は石垣市

民ラボの NaI シンチレーションスペクトロメーターLB2045 で測ったものである。このふたつは似てい

るように見えないだろうか？上図には、「ウラン崩壊系列」の天然核種であるラジウム 226 (Ra-226, 

186keV)、鉛 214 (Pb-214, 295keV 及び 352keV)、ビスマス 214 (Bi-214, 609keV)や、「トリウム崩壊

系列」の天然核種である鉛 212 (Pb-212, 238keV)、タリウム 208 (Tl-208, 583keV)、アクチニウム

228 (Ac-228, 911keV)、さらにそれらとは別の天然核種であるカリウム 40 (K-40, 1460keV)などが、

鋭い線スペクトルとして現れている。そして、下図でも同じ位置にピークや盛り上がりが見える

（LB2045 の channel 番号は、ほぼ keV に対応するように調整されている）。もちろん、NaI スペクト

ロメーターはゲルマニウム半導体検出器に比べてエネルギー分解能が低いため、同じ核種のスペクト

ルでも線ではなく拡がった山のようになる。エネルギーの近い複数の核種のスペクトルが重なって一

連なりの山を作ることもある。だから、NaI のスペクトルで細かい議論をするのは危険だ。しかし、そ

れは認めるとしても、これらの一致が偶然とは考えにくい。ジャドゥグダは、天然放射性物質が豊富

な花崗岩帯に隣接する銅やウラニウム鉱床のある場所で、石垣島も於茂登花崗岩体を中心とする島だ。

だから、土壌中の天然核種の分布が似ているというのが、最も自然な解釈だろう。（ジャドゥグダの

土のスペクトルの出典は J Med Phys. 2010 Oct-Dec; 35(4): 235–241.） 


